
初級段階における中国語発音指導の再考
―母音指導を中心とした指導方法の模索―

アブストラクト

本稿の研究目的は、初級中国語学習指導における母音指導に重点をおき、母音の発音ルールと指導方法を模索する

ことである。発音の習得は語学を効率よく勉強するための基礎になるだけでなく、学習者の学習意欲を高め、持続

的学習に結びつけるものである。しかし、表記上は 6種類しかない単母音は多重母音や習慣的読み方によっては同

字異音 (ピンイン表記は同じであるが発音の仕方が異なる )や同音異字 (発音の仕方は同じであるがピンイン表記

が異なる ) の現象が生じるため、綿密に言うと 6 種類の母音は 15 種類の発音に分類できる。本稿では、2011 年春

学期に中国語Ⅰの学習者の協力の下で得られた朗読データと IPA 表記法に基づいて、複雑な中国語の母音のルール

を総括し、2011 年秋学期に中国語Ⅰの学習者に実験した「手拍子による母音学習指導法」の指導事例を紹介する。

本研究は、言語学や音韻論による分析ではなく、経験則に基づく総括と分析である。分析結果によると、学習者

の発音困難はピンインの表記方法及び単母音とは異なる多重母音の変化音に対しての理解不足や不慣れが原因で

あった。このような複雑な母音の背景知識を理解したうえで、臨界期を超えている学習者に受け入れやすい発音習

得方法を模索することは教育上重要な意義をもつ。
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